
MDMがどのようにビジネスに役立つかを詳しく解説した記事をいくつかご紹介します。

キオスクモードは、標準的なスマートフォンやタブレットを、用途に特化したビジネスツールへと変貌させ
ます。 Cerberus Enterpriseは、小売業の POS
、ゲスト向けチェックイン、車両管理ナビゲーションなどのユースケースにおいて、デバイスを単一のアプ
リまたは承認済みの少数のアプリセットのみに制限することを組織が容易に行えるよう支援します。これに
より、これらの特化型デバイスのセキュリティ確保、サポート、および大規模な管理がより簡単になります
。

購入プロセスの後半で MDM
を選択する場合、比較が実用的であればよりスムーズに進みます。このチェックリストは、小規模ビジネス
において実際の導入時に最も重要となる 7つの基準（セキュリティ、 Androidおよび Apple
のサポート、少人数のチームでの使いやすさ、拡張性、プライバシーの境界、総所有コスト、および日常的
なサポート体制）に基づいて、ベンダーを評価するのに役立ちます。
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学校管理デバイスは、学習に集中できる環境において最大限のパフォーマンスを発揮します。 Cerberus
Enterprise
は、管理アプリ、キオスク形式の制限、標準化された共有・貸出用デバイス設定、および紛失や逸脱、授業
の妨げを軽減するリモート復旧アクションを通じて、 K-12
組織が学生用デバイスの集中力を維持できるよう支援します。

現場技術者は、現地での作業中にスケジュール、サービスメモ、技術リファレンス、顧客履歴、および業務
の更新のためにモバイルデバイスに依存しています。 Cerberus Enterprise
は、管理アプリ、標準化されたデバイスモデル、リモートサポートコマンド、および位置情報を活用した可
視化を通じて、それらのデバイスを常に使用可能な状態に保ちます。これにより、現場のセキュリティを強
化しながら、配車調整の効率を高めることができます。

安全で集中できるデジタル教室の構築
： K-12学校向け MDMガイド

現場技術者への機器提供： MDM
が現場の効率性とセキュリティを向上
させる方法

地図の先へ：よりスマートな車両管理
とドライバーの安全のために MDM
を活用する
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車両管理業務は、ナビゲーション、配車、メッセージング、ログ記録、および現場での実行のためにモバイ
ルデバイスに依存しています。 Cerberus Enterprise
は、管理アプリ、キオスクおよび専用デバイス制御、セキュアな通信ポリシー、リモートトラブルシューテ
ィング、および位置情報を活用した監視を通じて、それらのデバイスを承認されたワークフローに集中させ
ることができます。これにより、ダウンタイムの削減とより安全な運転業務のサポートが可能になります。

Cerberus Enterprise
の位置情報活用機能は、組織が単なるデバイスの可視化から、より実用的な運用管理へと移行するのを支援
します。定期的な位置情報レポート、ライブトラッキング、ジオフェンスの境界通過、およびインタラクテ
ィブなマップは、物流、フィールドサービス、ヘルスケア、小売、建設、および業務がどこで行われている
かやデバイスが重要エリアにいつ出入りしたかをより詳細に把握する必要がある分散型チームをサポートで
きます。

マルチテナンシーにより、 MSP
、リセラー、および複数企業からなる組織は、各環境を分離したまま、単一の Cerberus Enterprise
アカウントから複数のエンタープライズを管理できます。このモデルは、運用の摩擦を軽減し、サービスの

ジオフェンス、ライブトラッキング、
および位置情報マップがどのようにエ
ンタープライズ業務を改善するか

マルチテナンシーがどのように MSPの
MDM
サービス拡張と新しい収益源の創出を
支援するか
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拡張性を向上させ、サブアカウントや明示的な顧客制御管理を通じた委任アクセスをサポートします。また
、ソフトウェアライセンスとオンボーディング、サポート、コンプライアンス、およびマネージド・モビリ
ティ・サービスを組み合わせたいプロバイダーにとって、より強力なビジネスチャンスを生み出します。

モバイルデバイス管理（ MDM
）は、会社所有デバイスの制御を中央集権化し、登録、設定、およびメンテナンスを簡素化します。自動プ
ロビジョニングと一括操作により、手作業による IT
業務が削減され、すべてのデバイスに対して一貫したポリシーを適用できます。暗号化、コンプライアンス
監視、リモートワイプなどのセキュリティ機能は、企業データを保護します。全体として、 MDM
はサポートコストと運用の複雑さを軽減しながら、生産性を向上させます。

Android Enterprise
は、ワークプロファイルを使用して、同一デバイス内の個人用コンテンツから企業用アプリとデータを分離
します。このコンテナ化により、 IT
管理者が個別に管理できる、分離された暗号化環境が作成されます。セキュリティポリシーによって、個人
のアプリに影響を与えることなく、企業データの共有を制御できます。このアーキテクチャは、個人のアプ
リケーションが侵害された場合でも、ビジネスデータを保護します。

MDM
ソリューションによるエンタープライ
ズの運用性の向上

Android Enterprise
管理における高度なセキュリティ

Apple iPhoneの MDMと自動登録
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Appleの MDMフレームワークは、エンタープライズ環境における iPhoneの一元管理を可能にします。 Apple
Business Manager
と組み合わせることで、デバイスは初回起動時に自動的に登録および設定が行われます。管理者は、企業用
アプリのサイレント展開や設定、セキュリティ設定の強制、およびコンプライアンスの監視を行うことがで
きます。この自動化により、一貫したデバイス設定が保証され、セットアップミスを削減できます。

モバイルデバイス管理（ MDM
）は、企業システムにアクセスするモバイルデバイスを監視、保護、および制御するための集約されたプラ
ットフォームを提供します。主な機能には、セキュリティポリシーの強制、アプリケーション管理、および
紛失したデバイスのリモートロックやワイプが含まれます。 MDM
は、デバイスのコンプライアンスを維持しながら企業データを保護するのに役立ちます。これにより、あら
ゆる規模の組織が、拡大するモバイルワーカーを安全に管理できるようになります。

組織は、 BYOD、 CYOD、 COPE、 COBO、 COSU
など、複数のデバイス所有モデルを採用できます。各モデルは、コスト、ユーザーの柔軟性、およびセキュ
リティ制御のバランスが異なります。 BYODはユーザーの利便性を優先し、一方で COBOや COSU
は企業の制御とセキュリティを最大化します。適切なモデルの選択は、規制要件、従業員のニーズ、および IT
管理能力によって決まります。

MDM
は、ポリシーの強制、設定制御、およびリモート管理を通じて、モバイルデバイスの管理とセキュリティ確
保に焦点を当てています。 EMMはこの範囲を拡張してアプリケーションやコンテンツの管理まで含み、 UEM

モバイルデバイス管理（ MDM
）の理解

エンタープライズにおけるデバイス展
開モデル

MDM vs. EMM vs. UEM
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はノート PCやデスクトップを含むすべてのエンドポイントの管理を目指します。多くの SMB
（中小企業）にとって、完全な EMMや UEM
スイートは不要な複雑さを加えることがあります。実際には、堅牢な MDM
機能があれば、ほとんどのモバイル管理要件を満たすことができます。

現代の MDM
システムは、コンテナ化技術を使用して、従業員が所有するデバイス内の業務データと個人データを分離し
ます。雇用主は、企業用アプリやデバイスのコンプライアンス情報を含む「業務環境」のみを管理・監視で
きます。写真、メッセージ、閲覧履歴などの個人データは、会社からアクセスできないまま保持されます。
この技術的な分離により、従業員のプライバシーを保護しながら、安全な BYODプログラムを実現できます。

MDM
は、単なるセキュリティ費用としてではなく、戦略的な投資として評価されるべきです。デバイスの紛失削
減、 IT
サポートコストの低減、および運用効率の向上を通じて、財務的なリターンをもたらします。また、管理の
自動化は従業員の生産性を高め、ダウンタイムを削減します。さらに、セキュリティが強化されることで、
データ漏洩のリスクとそれによる財務的影響を軽減できます。

医療機関は、 HIPAAのセキュリティ要件に従って電子患者データを保護しなければなりません。 MDM
は、暗号化、認証制御、安全なデータ転送、および詳細な監査ログの適用を支援します。また、医療システ
ムにアクセスするデバイスに対して、リモートワイプや一元化されたポリシー適用を可能にします。これら
の制御により、医療現場でのモバイルワークフローを実現しながら、コンプライアンスリスクを軽減できま

個人所有のスマートフォンにおける
MDMと従業員のプライバシー

MDMの ROI
（投資利益率）とビジネス価値

HIPAA準拠のデバイス管理
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す。

小売組織は、 POSシステム、在庫管理、および店舗内業務のためにモバイルデバイスに依存しています。
MDMは、これらのデバイスのセキュリティを確保し、常に最新の状態に保ち、 PCI-DSS
などの標準規格への準拠を保証します。一元管理により、ダウンタイムが削減され、複数拠点にわたるデバ
イスの展開が簡素化されます。その結果、運用効率が向上し、決済に関連するセキュリティインシデントの
リスクが軽減されます。

小売業務とセキュリティのための
MDM
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